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Ⅰ はじめに 

 

 この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律

第１６２号）に基づいて、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行

の状況について点検及び評価を行いそれをまとめたもので、毎年、議会に報告

するとともに公表しています。 

 点検･評価の導入の目的は、合議制の教育委員会のもと、自らの活動のほか教

育長及び教育委員会事務局が執行している事務事業について、教育委員会が事

後に点検･評価を行うことで、市民に対する説明責任を果たすことにあります。 

 南アルプス市教育委員会では、今回の点検･評価の結果について、今後の事務

事業の執行に反映させていきたいと考えております。皆様の一層のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 
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Ⅱ教育委員会の点検･評価制度について 

 

１ 教育委員会の点検･評価制度の概要 

（１）地教行法の要点 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。） 

   では、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を

果たしていくため、教育委員会が毎年、教育長及び事務局の事務執行を

含む教育委員会の事務事業の管理執行の状況について、点検評価を行う

こととし、その結果を議会に報告するとともに公表しなければならない、

と規定されている。 

    具体的な点検･評価の項目や報告書の様式、議会への報告、公表の方法

などについては、国がその基準を定めるのではなく、各教育委員会が実

情を踏まえて決定。 

 

（２）実施時期 

    実施の時期については、前年度における取り組み状況の点検･評価結果

あるいは、現年度の取り組み状況について、各教育委員会が実情を踏ま

えて決定。 

 

２ 南アルプス市教育委員会の点検・評価の手法 

地教行法の趣旨に沿い、昨年度と同様、「教育委員会の活動」、「教育委員会

が管理執行する事務」、「教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務」の

３つを評価点検の対象とした。 

平成２１年度における上記３事項について、教育委員が自ら行った活動に

ついて５段階の評点を付すとともに、事務担当者による事務事業の成果、実

績を聞き取り調査して同様に評点を付し、重要事項について意見、感想と今

後の課題を明記し、「南アルプス市教育委員会の点検･評価 報告書」として

取りまとめた。これを、議会に報告するとともに、ホームページなどで市民

に公表する。 

 

  

 ＜大項目１「教育委員会の活動」＞ 

  教育委員会としての自らの行動、すなわち教育委員が自ら行う行為･活動を  

 中心に、４つの中項目に分け、点検事項として４つの小項目を設けた。 

  この大項目内については、「評価」というより「点検」といった性質が強く、 

 事業実施年度における行為･活動の点検を、シート１により行うものである。 
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 ＜大項目２「教育委員会が管理･執行する事務」＞ 

  「地教行法」及び「南アルプス市教育委員会の権限の一部を教育長に委任 

 する規則」の定めるところにより、教育委員会の権限のうち教育長に委任せ 

 ず、教育委員会が合議によって定め実施する事項について、教育委員会が自 

 ら管理･執行する事務として区分し、６つの中項目に分けている。 

  この大項目内の各項目については、各事業実施年度において教育委員会が 

 計画し実施するものではなく、事象が発生した時に法律等により実施義務が 

 生じるものであり、大項目１と同様に「点検」の性質が強く、事業実施年度 

 における事象の発生状況とその対応状況の点検を、シート２により行うもの 

 である。 

 

 ＜大項目３「教育委員会が管理･執行を教育長に委任する事務」＞ 

  教育委員会の職務及び事業から大項目１及び２に掲げた事項を除いた部分 

 について、管理･執行を教育長に委任して行う事務としてまとめ、総合計画に 

 基づいて、基本政策「個性と文化を育む都市づくり」における５つの政策を 

 中項目として、中項目ごとに点検事項として８０の小項目について点検・評 

 価を、シート３により行うこととした。 

 

シートの５段階評価は、以下のとおり。 

5 目的をはるかに超え達成、他への波及効果などが見られる 

4 目的以上に達成 

3 目的どおり達成 

2 目的までは達成できなかった 

1 目的までまったく達成できなかった 

 

 

《参考》地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅲ 南アルプス市教育委員会の自己点検及び評価 

 

１ 自己点検・評価のまとめ 

 

 ＜シート１「教育委員会の活動」＞ 

 教育委員会定例会を規則に基づいて毎月開催した。事前に委員が内容を確認

し、検討する必要がある場合に、議案や資料の提供がなかったので、今後改善

を図る点である。研修会や学校訪問については、教育行政上の課題への対応、

学校現場の現状と課題の把握ができたので、今後も充実させたい。特に、全て

の小中学校を訪問する学校訪問事業は、訪問する教育委員会、訪問される学校

側の両者に有効な事業である。 

 評点平均：３．５０ 

 

 ＜シート２「教育委員会が管理・執行する事務」＞ 

 教育委員会規則等の制定、改廃を行ったほか、教育委員会事務局、学校その

他教育機関の職員の任免など人事を行った。特に、市単独で実施している講師

３７人の配置については、少人数教育や特別支援等、児童生徒の実態に即した

指導ができるよう配慮した。 

 また、教育委員会の所管に属する各種委員会等の委員の選任については、適

任者を推薦、選任することができた。 

 その他、全国学力・学習状況調査や教科書採択など重要案件について協議を

行い、結果の分析や考察を行い指導に生かした。 

 評点平均：３．２７ 

 

 ＜シート３「教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務」＞ 

 

１ 生涯学習ネットワークの整備充実 

「生涯学習システムの拡充」では、生涯学習講座開催において、多様性と内

容の充実を図り、いつでも、どこでも、誰でも参加できる魅力ある講座の開催

に工夫を重ねた結果、多数の市民の参加を得た。今後、生涯学習課、文化財課、

図書館、美術館が連携した講座を開催していく。また、図書館においては、内

容の工夫により市民の多様な学習ニーズを反映した教養講座や読み聞かせ等が

好評。「ブックスタート事業」「子どもの読書活動推進～おはなし会」において

は、子どもたちが小さいときから本に親しみ、本の楽しさを知り読書意欲を育

てる活動として成果を上げている。 

「生涯学習拠点の整備充実」では、生涯学習センター等地域の学習活動の拠
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点となっており、指定管理制度の導入により、効率的な施設管理を行っている。

また、ふるさと天文館については、天文学に造詣の深いボランティアの存在に

よりユニークで内容の濃い活動が実現している。 

図書館では、市民の多様な学習要求に応えるため蔵書、資料や情報機器を計

画的に整備。蔵書数については十分とは言えないが、ネットワークを通じた連

携とともに、魅力ある図書、資料を選択し購入に工夫をしている。また、市民

の幅広い利用形態に対応し、ホームページからの資料予約も効果的で、メール

マガジンの発行など、利便性向上につながった。職員の知識、技能の向上につ

いても引き続き努力を重ねる。 

 評点平均は、３．２６であり、生涯学習講座や図書館の講座開設事業で評価

が高く、施設管理等で課題が残った。 

 

２ 学校教育の充実 

「次代を担う人づくり」では、新学習指導要領の実施に向け教育環境の整備･

充実のため、経済危機対策等の国の事業を利用した屋内運動場耐震改築が前倒

し実施されるとともに、学校ＩＣＴ環境整備事業により地上デジタルＴＶや電

子黒板の整備、理科備品の充実整備などが進められた。また、特別に支援を必

要とする児童生徒に対応するための諸施策を実施した。 

特に、「少人数教育・特別支援教育事業」として市単教職員を３７人配置し、

多人数学級対応と複式学級の解消及び特別支援教育推進、基礎学力の向上、一

人ひとりの特性に応じたきめ細かな指導等への対応が図られた。引き続き、特

別な支援を必要とする児童生徒は増加傾向にあることから、教育支援センター

を含めた体制の整備充実が求められる。 

学校給食においては、給食費の収納について教育的配慮をしながら督促、給

食費徴収に努力を重ねているが、収能率は９７．７３％に下落した。今後は、

給食費を払う能力があるにも関わらず給食費を滞納する保護者の問題があるが、

引き続き収能率向上のため努力を重ねる。また、学校給食助成事業は、３２５

人に対し助成を行った。対象者からは喜ばれているが、子ども手当ての支給実

施を受けて、所得制限が無いことなど課題もある。制度の見直しも必要になっ

てきている。 

 「生きる力を育む学校教育」では、「小林愛則育英奨学会給付事業」が、目的

に合致した奨学生の選考により、明確な目標をもった高校生のサポートが実現

している。「防犯ブザーやＡＥＤの設置」などの安全対策も充実している。 

 「小中学校体育大会等参加補助事業」については、関東や全国大会に参加す

る児童生徒に対し参加経費を補助することで、心身ともに健康な生徒の育成に

つながっている。補助件数は４５件。 
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 「外国語指導助手配置管理事業」では、小学校に導入される「外国語活動の

時間」を先取りし、市内２２の小中学校にＡＬＴを適正に配置し、英語コミュ

ニケーション能力の育成を図ることができた。ＡＬＴ８人の雇用については、

姉妹都市、ＪＥＴプログラムによる配置がそれぞれ１名（平成２２年７月まで）

のほか、６人は委託契約であり、今後委託契約により配置を進めていく。 

 また、近年の経済社会情勢において「就学援助」のニーズは高く、６３５名

の支援を行った。 

 「指定研究事業」は、南アルプス教育の推進と学校教育の充実を図るため、「学

びの質を高める授業づくり推進事業」として３校を指定し、ペア学習やグルー

プ学習を授業に取り入れ、子ども同士のコミュニケーション機会を増やし、思

考の多様性、人との関わり方、自ら考える力、生きる力を大切にする授業を行

った。３つの指定校は大きな成果を上げ、公開授業研究会を開催し、市内教職

員に公開した。 

 「地域ふれあい道徳教育推進事業」は、地域ごとに特色ある心の教育の充実

を目指した事業で、保護者や祖父母に加え、地域の人々の参加も増え、子ども

は地域で育てることを実践している。また、開かれた学校づくりにもつながる

とともに、今後は中学校と小学校の連携など図り、より地域に根ざした事業と

していく。 

 「登山体験事業」では、芦安小学校において夜叉神峠全校登山、芦安中学校

では仙丈ヶ岳全校登山を実施し、櫛形西小学校では伊奈ヶ湖周辺において全校

による自然体験活動を行った。南アルプスの自然を舞台とした各種の体験活動

により、人間性やふるさとを愛する心を育む取り組みとなっている。 

 「教育支援センター事業」において、適応指導教室では、学校や家庭、関係

機関とも連携をとりながら取り組むことにより、７名が復学し、７名が高校へ

進学した。教育相談件数は年間９６９回と２０年度に比べて微増。教育支援セ

ンターの取り組み自体の成果は高い。今後は、限られた条件の中で支援体制の

充実をいかに図るか、また、支援を必要とする人をどのように減らしていくか、

が課題である。その対策としてＱ－Ｕテストの実施による「いじめ不登校未然

防止事業」を実施し、テスト結果の分析とそれに基づく対策の強化を図るが、

２０年度から実施している本事業により、不登校の児童生徒は現在、減少傾向

にある。 

 「地域ぐるみの学校安全体制整備事業」では、スクールガードリーダーや学

校応援団の組織化を図り、地域全体で地域の子どもの安全対策が図られた。 

 その他、学校管理事業、教育振興事業など例年同様に実施した。 

 学校給食の食材事業については、市内の各給食施設において地産地消を進め

ており、食育の推進も図られている。 
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「学校施設の整備充実」では、児童生徒の安全確保と地域の避難場所として

の役割から学校施設の耐震化対策事業（白根飯野小屋内運動場改築事業完成。

南湖小・白根東小屋内運動場改築事業着手など）が、国の経済危機対策の導入

により前倒して実施できたので計画を上回って推進できた。今後も、子供たち

の安全確保を最優先としながら、計画的・効率的な施設整備を行っていく。ま

た、各学校への太陽光発電施設の設置も進み、環境に配慮した学校施設整備が

行えた。 

学校給食施設の整備維持管理についても、同様に安全で安心な給食の提供の

ため衛生的な施設整備に努めた。一方、老朽化の進んだ若草給食センターや単

独校方式の給食施設更新が課題となっている。 

評点平均は、３．４１であり、特に少人数教育、特別支援教育や地域ふれあ

い道徳事業、地域ぐるみ学校安全体制整備事業、指定研究事業、登山体験事業、

小中学校体育大会等参加補助事業などでポイントが高く、私立幼稚園就園奨励

及び援助事業と就学時健診事業、芦安育英奨学金貸与事業等でポイントが低か

った。 

 

３ 青少年の健全育成 

 「芦安南アルプスチロル学園運営事業」では、ハイキングや地域イベントへ

寮生が参加することで、山村留学としての目的を実現しているものの、寮生の

減少により、芦安小・中学校の児童生徒数維持に対する役割は変わってきてい

る。今後、その目的等を含めて方向性についての議論が必要と思われる。 

 「青少年健全育成推進事業」は、有害図書自販機など青少年を取り巻く環境

の悪化や少年犯罪の増加などから、子どもたちを守り、健全に成長するための

諸事業（広報発行など）を行っている。２１年度は有害図書自販機１機が撤去

できた。 

 「ジュニアリーダー養成事業」は学区を越えた仲間との交流や集団生活を通

して自立・共同・奉仕の心を育成する事業として実施し、市内小学生１２９名、

リーダーの中学生４５名が参加した。参加者には好評だが、今後はリーダー養

成としての研修内容等の見直しも課題。 

 「こどもクラブ親睦球技大会開催事業」については、男子ソフトボール１９

チーム、女子ミニソフトバレーボール１８チームの参加を得て開催し、異年齢

の子供たちの交流が図れた。しかし、全地域の参加には至っておらず、開催内

容等の検討も必要。 

 「成人式挙行事業」では、主体である成人の自覚（感謝の心など）を高める

工夫が求められており、開催方法等の再検討が必要である。 

 「国内姉妹都市交流事業」では、いずれの地域との交流においても、お互い
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の地域を知ることで、ふるさとの良さも発見できるとともに、地域文化の相違

を感じ取ることでお互いを認め合い友情も育まれた。 

 評点平均は、３．２２であり、青少年健全育成事業とジュニアリーダー養成

事業、国内姉妹都市交流事業の評価が高かった。一方、芦安南アルプスチロル

学園運営事業の評価が低かった。 

 

４ 文化づくりの推進 

 「地域資源を生かした地域文化の振興」では、芸術文化、地域文化の充実と

拡大を図るため、市民文化祭の開催や伝統文化・芸能の発表などのイベント開

催に対する助成を行い、市民が文化に親しむ場を提供している。 

文化財保護は、保存と活用の両輪を意識して事業を展開。文化財や地域の歴

史をキーワードにした教育普及事業の充実に努め、平成２１年度は１７５事業

（２０年度１３７事業）を行い、参加者数は７，８７１人（同７，１８４人）

であった。特に、小中学校における出前講座は保護者にも大変好評で、子ども

たちばかりでなく若い保護者（３０～４０歳代）のふるさと意識の醸成につな

がっている。 

 「埋蔵文化財調査事業」については、発掘調査事業のほか、国史跡の将棋頭

史跡用地の購入などを行った。 

 また、国の重要文化財である安藤家住宅については、施設を生かしたいくつ

ものイベントや映画のロケなどが行われた。しかし、観覧者数は６，３６１人

であり、大型駐車場の確保やトイレの設置等、課題も多い。 

「芸術･文化施設の充実」では、芸術文化の拠点施設である桃源文化会館につ

いて、（財）桃源文化振興協会を指定管理者として運営を委託。舞台照明設備や

パイプオルガンのオーバーホールのための調査を実施し、経済危機対策により

改修を行っている。 

 美術館では、春仙美術館と白根桃源美術館において、収蔵品による特色ある

常設展を開催。企画展としては、春仙美術館で「世界を翔ける版画家 河内成

幸展」を開催。入館者数は２，２１１人であり、引き続き、入館者増について

の対策が必要である。 

 評点平均は３．１５であり、安藤家住宅管理事業のポイントが高かった。 

 

５ スポーツレクリエーションの振興 

「スポーツレクリエーション活動の推進」では、自主活動団体支援事業とし

て市体育協会への支援を行っているが、そのための運営費、人件費については、

逓減している。また、県外スポーツ大会出場費補助では、補助率は下がったも

のの活発な活動の一端を支え、１７件（２０年度１３件）の補助を行った。 



 ９ 

「体育指導委員活動事業」では、体育指導委員の独自活動として、幅広い市

民が気軽に参加できる軽スポーツ（スポレック）の普及などを行っており、好

評を博している。このほか、活発な自主活動を行っている。 

「桃源郷マラソン大会」については、県内外へのＰＲ活動等を行ったことな

どにより年々参加者が増え、６，０００人を超えた。運営費補助は１００万円

以上減額となっており、評価できる。厳しい経済情勢ではあるが、自主財源の

確保を図り、今後も参加者が増えるような取り組みを継続する。 

「市内小中学校ホッケー交流大会」については、これを契機として、中学、

高校、大学、社会人として選手が活躍していることや、様々な競技を経験する

ことにつながり意義は高いが、指導者の数も少なくなかなか目に見えた成果と

なっていない。今後もスポーツ団体関係者等と情報交換しながら市全体への普

及に努めていく。 

「体育施設維持管理事業」については、それぞれの施設の老朽化が進み、大

規模修繕が必要となってきているので、利用者の多い施設から計画的に修繕を

実施した。 

評点平均は、３．１８であり、桃源郷マラソン大会や体育指導員の活動への

評価が高い。 

 

なお、シート３全体の評点平均は、３．３（小項目８０、評点２６４．２点）

であり、概ね目的は達成されていると判断できる評価となった。 


